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論文内容要旨

 緒 言: 東北日本の第三系。)層位学的研究は 1960 年代前半に総括され, それを もとに新生代に

 おける東北日本の構造発達史の概要が明らかにされた (北村、 1959:Taguchi, 1962 )。 そ。〕

 後 1960 年代後半以降プ レー トテク トニクス論に立脚 し, 東北日本を プ レー トの沈みこみ型境界

 と してとらえた東北日本。) 新生代造構運動に関する研究がなされ、 いくつかのモデルが提唱され

 ている。 しか し, プレー トの沈み込み運動と東北日本の背孤城の造構運動と。)相関関係は必ずし

 も明らかにされてはいない。 東北本州弧のテク トニクスに関してより現実にそく したモデルを構

 築するためには、 背弧地域における長時間にわたる地殻変動の実態をより高い精度で明らかにす

 ることが必要である。 筆者は島弧断面における造構連動の実態を詳細に解明するため に、 東北日

 本。)中央部を横断する地域を選び調査。研究を行った。 研究を進めるにあた レ)、 以下。)2点を主

 要な目的と した。

  1. 島弧に平行な断層・褶曲を 形成 した最新期地殻変動。)進行過程の解明。

  2. 後期中新世に酸性火成活動を伴って脊梁山脈で生じた構造運動の性格を明らかにする。

  これらの目的を達成するために、 本研究では岩石層序を再検討し, 微化石・古地磁気層位学的

 データにもとづく堆積年代の推定を行い、 地殻の上下変動の復元を試みた。 さらに造構運動の場

 。)性格を明らかにするために, 小断層・岩脈・鉱脈等を用いて造構応力場の復元を行った。

                                         ‡
                                          蒙.
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 第1章 層 序

  調査地域の麟序は次ぺ一 ジの図に示すよう にま とめ られ る。

 第盆章 対比と時階の設定

  浮遊性微化石。古地磁気層位の検討成果に基づいて, 調査地域内。)対比を行い9時階を設定し

 た。

 〔四の沢時階〕調査地域内には分布しない。 グリンタフ最下部を構成 し, 田〔1 (1974 )の瀬則図

 ・今田ほかの月山累層が木暗階に相当する。 〔大穴沢時階〕主として, 酸性の火砕岩類によって特

 徴づけられる。 大穴沢層が本時階に相当する。 本時階の上限は隣接地域の資料からほぼN。8に相

 当する。 〔魚取沼時階〕青沢層・長尾層。魚取沼層が本時階に相当する。 脊梁山脈地域では下部

 よりCN 4、 上部よ りCN 5a に相当する石灰質ナ ンノ プラ ンク トン化石を産出する。 また最上

 部か らN. 13 に相当 する浮遊性有孔虫化石を産出す る。 青沢層か らはN. 10-12 に相当 す る有孔

 虫化石を産出す る。 微化石による推定年代は14.5 Ma.～ 12 Ma である。 〔草薙時階〕草薙層・

 銀山層・字津野層が本時階に相当する。 庄内地域。出羽丘陵地域では珪質泥岩が卓越することに

 より、 奥羽脊梁山脈地域では浅海性の火山噴出物により特徴づけられる。 銀山層上部より Dθル

 翻。認ops狛 prαθ読mo1アんα Zone に相当する珪藻化石を産出する。 〔古口時階〕出羽丘陵地域

 では黒色泥岩の卓越により、 奥羽脊梁山脈ではコール ドロ ンの活動による酸性火山噴出物によっ

                                          襲
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                                         ぎ
                                         !
 て特徴づけられる。 上部中断続から下部鮮新統に相当する。 〔野口時階〕 はぼ GilberL 逆磁極期 ぎ
                                         }
 の地層に相当し, 庄内地域では北俣層最上部から楯山層が, 新庄盆地では野口層・南沢層が, 小l
                                          i=一

 野田地域では切込層が本時階に相当する。 〔中渡時階〕 ほぼGauss 正磁極期の地層に相当す1
                                         }
                                         レ

 る。 庄内地域では丸山層, 新庄盆地では中渡層・鮭川層が本時階に相当する。 〔毒沢時1
                                         ぎ

 階〕 ほぼMatuyama 逆磁極期の地層に相当する。 庄内地域の観音寺層および常禅寺層1

 の新庄盆地の 八向層・毒沢層, 小野田地域の小野田層が本疇階に相当する。 〔山屋時階〕ほぼ,

 Brunhes 正磁極期の地層に相当する。 庄内地域の庄内層群, 新庄盆地の山屋層、 向町・赤倉地域i
                                         I
 のひとはね層。満沢層、 小野田地域の池月凝灰岩が木暗階に相当する。
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 第3章 堆積還境の変遷と古地理

  底生生物化石・層相をもとに、 堆積環境の復元を行った。 その概要は, 第6章の地質構造発達1

 史にて合わせて述べる。

 第4章地質構造 H
                                         ニ

  調査地域の地質構造は, 南北性の断層および棚曲により特徴づけられる。 南北性の断層は逆断 1・

 層であり, 出羽.匠:陵および奥羽脊梁山脈は逆断層で境された地塁状の逆断層地塊である。 奥羽脊 ll

 梨山脈σ) 地質構造はこのほかに, コール ドロ ンの周辺に形成された ドーム状の隆起構造によって 1.
 規制されている。 調査地域では北部の向町・赤倉周辺の ドーム状構造・南部の楯岡周辺の ドーム1
 状構造が顕著である。

 第5章 造構応力場の復元

 青沢層中には玄武岩岩脈が多数貫入している・ 南部で放射状を呈するが・ 北部で平行岩脈齪i
 なりN 55。E 方向に強い指向性を示す。 貫入時期は青沢層堆積時中から草薙層堆積時である。 こ一 〕

 o) 岩脈群か ら復元される応力 場はδHmax がN 55 =E である。

  脊梁山脈地域にはカルセ ドニーもしく は石英で充填された鉱脈が多数分布す る。 これらの鉱脈1

 はNE -S W からEW 方向に著しく集中する。 復元される応力場はENE -WSW方向にδHmax l
 をもつ横ずれ型と正断層型が共存するいオっ ば中 立的な応力 場を示す。 形乃父 繭]は銀山趾剖瞬
 時以降である。 青沢中の岩脈と脊梁山脈。)鉱脈から、 ほぼ 13 Ma一一5Ma の造構応力場が復元1

 される。 鉱脈とほぼ同時期に形成されたと推定される、 脊梁山脈の正断層性固結小断層群も鉱脈 :一

 とほぼ同様の応力場を示す。

  圧縮性の逆断層性小断層群は全域にわたって発達 し, 出羽丘陵および新庄盆地で東西方向の水i
 平圧縮 応力場が、 脊梁山脈 東縁でNW -SE 方向の水平且三縮応力場が復元される。

  出羽丘陵の草薙層下部にはスチロライ トが発達 玩 鏡下での観察と小褶曲との関係から, スチ1
 ロライ トの 面構造に直交 した方向に最大圧縮応力 軸が位置すると判断される。 スチロライ トは距

 羽丘陵の全域にわたって南北方向で直立した面構造が卓越する。 したがって、 東西方向の水平圧i
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 縮応力場が復元される。

 第6章 地質構造発達史

  〔四の沢および大穴沢時階〕脊梁山脈では浅海ないし陸.上で安山岩および酸性火砕岩の活動が

 進行した。 天野 (1980)は調査地域南方の宮城・山形県境地域より南北性の岩脈群を報告し, 東西

 方向の引張性の応力場を推定している。 層相解析により大穴沢層堆積時中には垂直変位を伴った

 造構連動が推定される。 したがって, 大穴沢層堆積時には東西性の引張性の 応力 場のもとで正断

 層地魂の傾動運動により沈降が進行 した ものと判断される。

  〔魚取沼時階〕脊梁山脈においては本時階の初期に数100-1000 規 の沈降運動が生じ, 庄内

 ・出羽丘陵地域では深度 500～1500 皿の海底下で大量の玄武岩が噴出した。 日本海側から奥羽

 脊梁山脈に及ぶ広域的な沈降の開始と大量。)玄武岩の噴出は, その時期も含め Otofuji et a1・

 (1982) の日本海。)拡大時期と調和的である。 造構応力場は本時階中に NE -SW 方向にδ一

 目max を示す中立的な応力場に変換した。

  草薙時階には, 日本海側では玄武岩。)海底噴出はほぼ収束し, 広域的な沈降に伴って珪質泥岩

 0) 堆積が進行した。 脊梁地域では沈降運動は軽微で堆積盆地の埋積により浅海化が進行 した。 遺

 構応力場は δHmax がNE -SW 方向に指向性を持つ中立的な応力状態にあった。 このような応

 力状態での日本海側の沈降メカニズムとしては, 縁海の冷却化に伴う熱的な沈降モデル (山路ほ

 か, 1984)が最も有力である。

  古口時階においては, 日本海側で沈降運動が継続 し, 脊梁山脈ではいくつかのコール ドロ ンが

 形成され, その外縁部には ドーム状の隆起構造が形成された。 造構応力場は前時階と同様に中立

 的である。 脊梁山脈地域の構造形態から最新期の短縮変形による変形をとり除く と, ドーム状構

 造が主要な構造形態となる。 このことは, 本時階中の脊梁山脈の隆起運動に火山性の要因が大き

 く作用していたことを示している。

  野口・中渡時階になると, 現在の島弧陸域での沈降運動は終了 し、 脊梁山脈を地形的高所とし

 て陸域が拡大す る。 それに伴って, 新庄盆地から出羽丘陵にかけての堆積盆地の埋積による浅海

 化が進行する。

  前沢時階に入ると, 埋積の結果新庄盆地では大むね非海成相を呈するようになる。 この時階に

 新庄 盆地は 400 配におよぶ沈降運動が進行した。 また, 同時に出羽丘陵の隆起運動が進行 し、 本

 時階中に草薙層が侵食域に転じた。 出羽丘陵が逆断層地魂と して隆起していることを考慮すれば

 広域応力 場は逆断層型の 水平圧縮 応力場に変換された ものと推定される。

  山屋時階に入ると富沢時階から進行 した短縮変形がより顕著になり, 波長数㎞の褶曲・逆断層

 が形成される。 山屋層の上部は下位層を傾斜不整合で覆 う。 従って現在新庄 盆地でみられる南北

 方向の断層・褶曲の 大部分は木暗階中に形成されたと判断される。 この変動は河岸段丘形成後も

 進行している。
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 論文審査の結果の要旨

  佐藤比呂志提出の論文は, 東北本州弧における第三紀造構運動。)実態を詳細に解明する目的を 1

 もって, 酒田一古川間の新第三系の岩相層序。)確立, 生層位と対比、 古地磁気層序, 堆積遠境。)、

 変遷と古地理、 造構応力場の復元を行ったもので, 最終的に地質構造発達史を論じている。 岩相 1

 層序の対比と時階の設定は、 浮遊性微化石、 '占地磁気層序の検,対結果に基づいて行い, 新第三系

 を9つの時階に区分した。 またそれぞれの時階の古環境の復元は有孔虫・珪演・ナ ンノ プラ ンク L

 トン等の微化石のほか大型貝化石・植物化石等によって解析した。 さらに、 古応力場。)復元にあ 1・

 たって1よ 火曜脈および蝋 さらに1蝋屈噺によって決定した・ 以上・)資料をも瞬
 佐藤は,地質構造発達史を次。)ようにまとめた。即ち, 嘗

  1) 前期中新世後期から中期中新世にかけて。)四の沢時階には, 東西性引張応力下で, 安1⊥曙.
                                         蕃

   ないし酸性火山活動が行われ、 正断層地塊。)傾動運動を伴って沈降が進行した。 1
                                         罫
  2) 中期中新世初期にはNE -SW方 rl]」に δ. 1-imax を示す中立的応力場。) もとで急速に沈降 し, ・
                                         ξ
   出羽丘陵地域に大量。)玄武岩の噴出を行った。これは日本海の拡大期にあたる。 1
                                         ぎ

  3) 中期中新世には玄武岩の活動に引続く著しい沈降が, 東北本州弧ほほ全域に行われ, 厚い 1一
                                         罫
   硬質頁岩を広域に堆積させた。 1
                                         }
  4) 後期中新世には日本海側の沈降は継続したが、 脊梁山脈では隆起に転じ, 処々に火山性コ i.
                                         妻
   一ルドロンの形成が,中立的応力場σ)もとで形成された。 1
                                         …

 5) 鮮雛に入ると島弧陸1或での沈降は終了し・ 脊梁山脈をqコ 心とする陸域0)拡大が行オ)れ弓.
 糀盆地から出羽丘陵燗浅靴した。 li

  6) 鮮新世後期には新庄盆地も埋積されて非海城化 砿 出羽丘陵。)隆起が生じた。 この時期に1
                                         ヨ

   は水平圧縮場に変換したものと推定される。 1

 7硬新世 以ると 職長獅の榊。断勝 形成され段 の運動 鍛丘形成徹 迄ひ きつ醒
   れた・ 1
  以上の成果は、 東北本州弧の地史の研究に貢献するところ大であると共に、 今後。)目木海。)成1

 鷺灘 鎚膿雛親ε濃 瓢繋亡 欝藤 1ま 墜
  よって, 佐藤比呂志提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認めた。
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